
大腸肛門病センター開設までの歩み
・昭和36年、呉市医師会病院、開設
内科主体で61床の開放型病院

・昭和58年、外科を開設
・昭和61年、ベッド数161床に増床
（常勤医：内科1名、外科1名）

・平成元年、広大から専任院長を招聘。
（常勤医9名：内科5名、放射線科2名、外科2名）

・平成6年、207床の現在の病院が竣工
・平成11年、地域医療支援病院に指定
・平成15年、常勤医15名
・平成17年、肛門科を標榜
・平成21年、排便造影検査を開始
・平成22年、大腸・肛門外科を標榜

・平成26年7月、大腸肛門病センター開設
10月、排便障害外来を開始

・平成30年12月、排便障害ケアチーム活動
・令和元年、常勤医11名

・平成30年４月の時点で全国に医師会病院は７４施設、そのなかで当院が一番歴史あり。



大腸肛門病センターの主な診療内容

１．大腸癌の診断・治療
・内視鏡診断・治療
・画像検査（骨盤MRI、CTコロノグラフィー）
・腹腔鏡下手術、肛門温存手術
２．三大痔疾患（痔核、裂肛、痔瘻）の手術
３．排便障害の診断・治療
・直腸肛門内圧検査、排便造影
・直腸脱、直腸瘤の手術
・生活習慣や服薬の指導
４．ストーマ外来

・その他、おしりの悩み相談や市民への公開セミナー・出前講座など



呉市医師会病院外科・大腸肛門外科の手術症例

悪性腫瘍 症例数 ％

大腸癌 911 53.7

胃 癌 479 28.2

乳 癌 118 7.0

甲状腺癌 45 2.7

肺 癌 42 2.5

肝臓癌 34 2.0

胆膵癌 31 1.8

その他 36 2.1

計 1,696 100.0

良性疾患 症例数 ％

肛門疾患 3,420 54.2

ヘルニア 855 13.5

胆 石 581 9.2

虫垂炎 421 6.7

イレウス 168 2.7

胃潰瘍 80 1.3

気 胸 40 0.6

その他 747 11.8

計 6,312 100.0

期間：1986年7月～2019年6月 手術総数：8,008例
悪性腫瘍：1,696例（21.2%）、良性疾患：6,312例（78.8％）

・1998年から日本大腸肛門病学会認定施設、2003年から大腸癌研究会の施設会員



下部消化管内視鏡の検査・治療件数（平成21～30年度）

平 成 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年

総 数 ６６１ ６８６ ７１９ ７２５ ７２２ ７３４ ８３９ ７９５ ８７９ ８３７

EMRポリペク １２４ １０７ １２０ １３７ １８４ １６５ １８１ １５０

【EMR 粘膜切除術】



直腸肛門良性疾患の手術数（平成21～30年度）

平成 ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ 計

痔核 120 120 160 153 140 129 134 114 129 137 1336

痔瘻 76 72 64 73 65 63 65 81 66 71 696

裂肛 6 12 11 20 10 18 11 10 8 15 121

直腸脱 9 8 4 18 9 11 14 16 18 22 129

その他 5 9 14 24 11 14 18 18 16 23 152

計 216 221 253 288 235 235 242 239 237 268 2434

3大痔疾患

痔 核 痔 瘻 裂 肛

（62.1% ） （32.3%） （ 5.6%）

直腸脱 直腸瘤


